
迅速かつ高分解能で広い格子面間隔領域の
回折、小角散乱、イメージング測定が可能な
汎用中性子散乱装置
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自動試料交換搬送機構等

◼ iMATERIA/BL20
（茨城県材料構造解析装置）

◼ iBIX/BL03（茨城県生命物質構造解析装置）
高効率、高分解能で生体高分子や有機分子結晶の水素・水和構造及び材料の構造
等を観測する中性子単結晶回折装置

茨城県中性子ビームライン〜研究開発と産業利用〜
茨城県は、東海村にある大強度陽子加速器施設（J-PARC）の物質・生命科学実験施設（MLF）に
２本の中性子ビームラインを設置し、広く産業界に供することで、革新的な新技術の創出等を目指します。

マルチスケール解析、ケミカルリサイクル、

偏極、量子ビーム相補利用・連携

小角散乱から粉末回折の同時マルチスケール観測に加えて、試料の各位置で小角散乱と
回折を測定しマッピングする暗視野中性子イメージング法を開発

合成反応やケミカルリサイクルの実時間・オペランド
測定に利用可能な樹脂流動後のSUS金型とAl金型の

中性子ラジオグラフィ画像観察

重水素と水素の偏極度を独立に偏極するDNP技術の開発にも着手

住友ゴム工業（株）、パナソニック（株）、日華化学（株）

複数結晶の同時測定技術のタンパク質への適用

多結晶体の新たな分析法(３DND法)の開発

試料周辺環境

【産業利用課題】

⚫ 年間を通じて常時公募（年8回）
課題申請から最短45日で利用可能

⚫ メールインサービス制度（代行測定）
⚫ トライアルユース制度（初心者）
⚫ コーディネータによる利用相談

茨城県BLの
利用について

【革新研究課題】

⚫ 大学や研究機関の方が対象の
将来の産業利用に資する革新的
な研究の課題

＜利用問合せ先＞ AYA’S LABORATORY 量子ビーム研究センター
茨城県事務室
E-mail：info-neutron@pref.ibaraki.lg.jp
TEL：029-352-3301

P-130 物質・材料

◼ 茨城県内企業向け量子線
利用に係る人材育成研修

1 基礎コース 2 応用コース

量子線を使ったことのな
い初学者を対象とした
基礎講義(座学、見
学)

具体的なテーマを設定
した応用講義と茨城県
BL、ラボX線での応用
実習

高温圧縮
荷重試験機

天然黒鉛の局所構造情報を

短距離領域で検出

全固体電池の全散乱測定

試料を異なる2方位から照射し、多結晶法によりその点の
回折データのみを取り出す。照射位置を変えながら3次元分析。

“無料“生体内の酸化還元反応における

電子の運び屋役のタンパク質

フェレドキシンが

電子を安定に運ぶ
仕組みを解明

測定の高速化、ユーザーの大型結晶準備の困難を軽減する。
→支援と合わせ産業利用を促進
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